
▼
令
和
４
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

▼
令
和
４
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

予
算
（
第
２
号
）

▼
栗
山
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
市
町

▼
栗
山
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
市
町

村
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

村
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

を
改
正
す
る
条
例

▼
栗
山
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

▼
栗
山
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

部
を
改
正
す
る
条
例

▼
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

▼
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
栗
山
町
第

▼
栗
山
町
第
11
号
会
計
年
度
任
用
職
員

号
会
計
年
度
任
用
職
員

の
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償

の
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
条
例

▼
栗
山
町
第

▼
栗
山
町
第
22
号
会
計
年
度
任
用
職
員

号
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

正
す
る
条
例

▼
中
央
団
地

▼
中
央
団
地
55
号
棟
新
築
主
体
工
事
の

号
棟
新
築
主
体
工
事
の

請
負
契
約
に
つ
い
て

請
負
契
約
に
つ
い
て

▼
中
央
団
地
駅
前
棟
新
築
主
体
工
事
の

▼
中
央
団
地
駅
前
棟
新
築
主
体
工
事
の

請
負
契
約
に
つ
い
て

請
負
契
約
に
つ
い
て

▼
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

▼
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

令
和
４
年
５
月
18
日
か
ら
４
年
間
の

任
期
で
、
橋
場
謙
吾
氏
（
松
風
４
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▼
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
い
て

▼
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
い
て

橋
場
謙
吾
氏
（
松
風
４
）
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第

予
算
（
第
1212
号
）
の
専
決
処
分
に
つ

号
）
の
専
決
処
分
に
つ

い
て
い
て

▼
令
和
４
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

▼
令
和
４
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第

予
算
（
第
11
号
）
の
専
決
処
分
に
つ

号
）
の
専
決
処
分
に
つ

い
て
い
て

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第

予
算
（
第
1313
号
）
の
専
決
処
分
に
つ

号
）
の
専
決
処
分
に
つ

い
て
い
て

　

歳
入
歳
出
予
算
に
５
億
５
３
１
６
万

３
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
０
８

億
８
０
２
９
万
円
と
す
る
も
の
で
、

報
　
告

議    

案

新副町長に橋場 謙吾氏

　これまでにない緊張
感とともに、職責の重
さを痛感しております。
これから町長の補佐役
として、しっかりとそ
の責任を果たしたいと

宣　
　

誓

宣　
　

誓

　

私
は
、
先
人
が
守
り
育
て
て
き

　

私
は
、
先
人
が
守
り
育
て
て
き

た
歴
史
、
文
化
、
伝
統
を
引
き
継

た
歴
史
、
文
化
、
伝
統
を
引
き
継

ぎ
、
主
権
者
で
あ
る
町
民
の
参
加

ぎ
、
主
権
者
で
あ
る
町
民
の
参
加

に
よ
る
自
律
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

に
よ
る
自
律
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
と
い
う
本
条
例
の
基
本

推
進
す
る
と
い
う
本
条
例
の
基
本

理
念
に
基
づ
き
、「
ふ
る
さ
と
は

理
念
に
基
づ
き
、「
ふ
る
さ
と
は

栗
山
で
す
。」
と
町
民
誰
も
が
誇

栗
山
で
す
。」
と
町
民
誰
も
が
誇

り
を
持
ち
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続

り
を
持
ち
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続

け
た
い
と
思
う
こ
と
が
で
き
る
ま

け
た
い
と
思
う
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
を
実
現
す
る
た
め
、
公
平
、
公

ち
を
実
現
す
る
た
め
、
公
平
、
公

正
か
つ
誠
実
に
職
務
を
執
行
す
る

正
か
つ
誠
実
に
職
務
を
執
行
す
る

こ
と
を
誓
い
ま
す
。

こ
と
を
誓
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
５
月

　

令
和
４
年
５
月
1717
日日

　
　
　

栗
山
町
長　

佐
々
木　

学

　
　
　

栗
山
町
長　

佐
々
木　

学

町
長
就
任
時
宣
誓

1
「
地
域
経
済
を
支
え
る
『
産
業
』
が

元
気
な
ま
ち
」
の
実
現

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
基
盤
を
確

立
す
る
「
土
地
改
良
セ
ン
タ
ー
」
の

設
置
や
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
の
推

進
、
関
係
人
口
の
創
出
と
商
店
街
の

活
性
化
を
目
指
す
「
栗
山
駅
南
交
流

拠
点
施
設
」
の
開
設
な
ど
、
経
済
の

成
長
が
好
循
環
す
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

2「
安
全・安
心
な
暮
ら
し
を
守
る『
社

会
』
が
元
気
な
ま
ち
」
の
実
現

安
心
し
て
医
療
を
受
け
て
い
た
だ
く

た
め
の
「
栗
山
赤
十
字
病
院
」
の
改

築
推
進
、
ケ
ア
ラ
ー
（
介
護
者
）
を

地
域
全
体
で
支
え
る
施
策
や
介
護
人

材
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推

進
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
心
身
と

も
に
健
や
か
に
、
生
き
が
い
を
も
っ

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

3
「
次
代
の
栗
山
を
担
う
『
子
ど
も

た
ち
』
が
元
気
な
ま
ち
」
の
実
現

子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
を
地
域
ぐ
る

み
で
支
え
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
条

例
」
の
制
定
、
幼
・
保
・
小
・
中
連

携
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や
栗
山

高
校
と
介
護
福
祉
学
校
の
「
高
・
専

一
貫
教
育
モ
デ
ル
」
の
構
築
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
が
将
来
へ
夢
・
希
望
を

持
っ
て
成
長
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

4
「
多
彩
な
魅
力
を
育
む
『
ひ
と
』
が

元
気
な
ま
ち
」
の
実
現

若
者
・
子
育
て
世
代
の
移
住
を
促
進

す
る
支
援
制
度
の
充
実
や
新
た
な
住

宅
分
譲
地
の
整
備
、
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里

山
の
保
全
・
再
生
や
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
実
現
な
ど
、
栗

山
の
豊
か
な
自
然
・
歴
史
・
文
化
を

磨
き
上
げ
、
次
代
に
誇
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

5
「
連
帯
意
識
を
高
め
る
『
地
域
』
が

元
気
な
ま
ち
」
の
実
現

災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
や
地
域
活

動
の
発
信
拠
点
と
な
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
」
の
開
局
、
活
力

あ
る
地
域
社
会
を
目
指
す
「
男
女
共

同
参
画
会
議
」
の
設
置
な
ど
、
ふ
る

さ
と
栗
山
で
生
き
る
幸
せ
を
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
は
栗
山
で
す
。
～
元
気

を
結
集
し
、
笑
顔
が
輝
く
ま
ち
～
」
の

実
現
の
た
め
、
私
の
持
て
る
す
べ
て
を

傾
け
、
全
力
で
町
政
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
町
民
並
び
に
議
員
皆

さ
ん
の
特
段
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

佐
々
木
学
町
長
は
所
信
表
明
の

　

佐
々
木
学
町
長
は
所
信
表
明
の

後
、
栗
山
町
自
治
基
本
条
例
第

後
、
栗
山
町
自
治
基
本
条
例
第
1414

条
の
規
定
に
基
づ
く
、
町
長
就
任

条
の
規
定
に
基
づ
く
、
町
長
就
任

の
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

の
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

佐々木 学町長　所信表明佐々木 学町長　所信表明

5 つの元気印5つの元気印を掲げ全力で町政推進を掲げ全力で町政推進

　令和 4 年栗山町議会定例会 5 月臨時会議で、佐々木学町長が　令和 4 年栗山町議会定例会 5 月臨時会議で、佐々木学町長が
栗山町長再任にあたり今後の町政運営に関する所信を表明しま栗山町長再任にあたり今後の町政運営に関する所信を表明しま
した。した。
　　「ふるさとは栗山です。～元気を結集し、笑顔が輝くまち～」「ふるさとは栗山です。～元気を結集し、笑顔が輝くまち～」
の実現を見据えた 5 つの元気印を掲げ、町民皆さんの笑顔が輝の実現を見据えた 5 つの元気印を掲げ、町民皆さんの笑顔が輝
き続けるまちづくりへの決意を力強く表明しました。き続けるまちづくりへの決意を力強く表明しました。

33 広報くりやま　2022. 6 222022. 6　広報くりやま      

議会の動き議会の動き

　　令和 4 年栗山町議会定例会 5 月臨時令和 4 年栗山町議会定例会 5 月臨時
会議で次の議案が審議され、全て可決会議で次の議案が審議され、全て可決
されました。（5 月 17 日招集）されました。（5 月 17 日招集）

主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は
町
税
や
地

方
交
付
税
な
ど
の
確
定
見
込
み
等
に

よ
る
補
正
、
歳
出
で
は
財
政
調
整
基

金
積
立
金
の
追
加
等
に
係
る
補
正
の

専
決
処
分
で
す
。

▼
栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

▼
栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
専
決
処
分
に
つ
い
て

条
例
の
専
決
処
分
に
つ
い
て

▼
栗
山
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部

▼
栗
山
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
に
つ

を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
に
つ

い
て
い
て

以
上
２
件
の
条
例
は
、
地
方
税
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る

関
係
規
定
の
改
正
に
伴
う
専
決
処
分

で
す
。

就任あいさつ

考えております。
　社会全体が大きな転換期を迎える中で、地
方も日々厳しさを増している状況ではありま
すが、佐々木町長が掲げる元気創生・栗山新
時代の実現に向け、そして、町民の皆さまか
ら信頼される、期待される役場を目指し、こ
の緊張感を忘れることなく、誠心誠意、全力
を尽くしていく所存です。

退任あいさつ
　34 年前、町外出身者
である私が初めて栗山
町 に 移 り 住 ん で 以 来、
歴史とともに磨き上げ
られてきた、栗山町の
誇 る べ き 自 然、 産 業、

福祉、教育、文化など、数々の町の魅力を知
り、そこで生き生きと活動される多くの町民
の皆さんと出会い、そして職場の先輩、同僚、
後輩の皆さんとともに、この魅力あふれる栗
山町のまちづくりに関わらせていただきま
した。このことは私にとりまして大きな喜び
であり、誇りであり、かけがえのない財産で
ありました。支えていただきました皆さま方
へ感謝の気持ちでいっぱいです。あらためて
お礼を申し上げます。   　前副町長  三浦 匠氏


